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４．  高度・コース測定結果 
 

航空機騒音測定に際し、同時にスラントディスタンスを把握しておくことは、騒音対策の

基礎資料蓄積のため重要である。 
Ａ滑走路北側の高度・コース測定局は、平成１３年度から新たに清水台・芦田・安崎・安

西に配置を変更し、また、Ｂ滑走路北側では、平成２０年度に土室・高倉・西大須賀に高度・

コース測定局を新たに整備し、Ａ・Ｂ両滑走路の航跡を測定している。集計は共生財団内の

高度・コース中央処理装置で、毎時データを得て行っている。 
図４－１に高度・コース測定局の位置を示す。 

 
 

 
 
図４－１  高度・コース測定局位置図 
 
 

高度・コース中央処理装置は、前日得られた高度・コースデータと飛行実績の突き合わせ

を行い、画面表示するとともに航跡データとして保存している。 
図４－２に高度・コース中央処理装置の表示例を示す。 
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図４－２  高度・コースシステム表示例 
 

高度・コース測定局は航路直下に、約２ｋｍ間隔で設置したＡ滑走路４局、Ｂ滑走路３局

において、航空機が発する騒音の到来方向（方位角及び仰角）の時系列データ、気象データ

（風向、風速、温度、湿度、大気圧等）、トランスポンダ応答信号を測定・記録し、高度・コ

ースデータ処理中央局が電話回線を通じてデータを収集する。 

高度・コースデータ処理中央局では、隣接した高度・コース測定局のデータと照合し、重

複する時間帯のデータから空間的な航跡を三角測量の原理で算出、記録する。また、空間的

な航跡データから、飛行コースと直交する断面での通過位置図や、Ａ滑走路北端から約４ｋ

ｍ地点から約１０ｋｍまでの間で、Ｂ滑走路北端から約２.５ｋｍ地点から約７.５ｋｍまで

の間で航跡図を作成することが可能である。 

  

測定した航空機１機毎のデータを航跡図として表したものが図４－３である。 

図には航跡表示だけではなく、各測定局で測定された航空機騒音とその最大値を記録した

時刻及び位置が表示されているため、高度・コースと騒音レベルの関係を見ることができる。 
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図４－３  離陸機の高度・コースと騒音レベル 
 

次に、Ａ滑走路北側で年間を通して測定した全ての航空機の航跡を離陸機、着陸機別に示

したのが図４－４、図４－５である。 
 

  
図４－４  離陸機航跡図        図４－５  着陸機航跡図 
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また、これらのデータをもとに、任意の位置において航空機のばらつきを見たのが図４－

６、図４－７である。ここでは、４ｋｍ断面、９ｋｍ断面を例として示す。 

  
図４－６ Ａ滑走路北端から４ｋｍ      図４－７ Ａ滑走路北端から９ｋｍ 

断面における離陸機分散図          断面における離陸機分散図 
 

 
図中の赤線は高度及びコースの平均を、黄色の帯は高度及びコースの平均値±標準偏差の

範囲を示している。なお、分散が正規分布である場合、平均値±標準偏差の範囲内に全デー

タの内、約６８％が含まれる。 
これら測定されたデータを統計処理し、２００ｍ四方のメッシュに区切りその比率を示し

たのが、図４－８、図４－９である。 
 

  
図４－８ Ａ滑走路北端から４ｋｍ      図４－９ Ａ滑走路北端から９ｋｍ 

断面における離陸機分布図          断面における離陸機分布図 
 
 
 次の項からは、従前から高度・コースの比較検討を行ってきた赤荻断面（Ａ滑走路北端か

ら約４ｋｍ）、長沼断面（同約８ｋｍ）、土室断面（Ｂ滑走路北端から約３ｋｍ）、西大須賀断

面（同約７ｋｍ）について、検証を行う。なお、着陸機については、ＩＬＳ（計器着陸装置

で、着陸進入中の航空機に対し、指向性電波を発射し、滑走路への進入コースを指示する装

置）の電波により、降下角３度で滑走路に進入してくることから、着陸時の高度及びコース

については機種毎に大きく変わることはない。そのため、次項からの検証は特段の記載がな

い限り離陸機についての検証である。 
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４－１－１  高度・コースと騒音レベル（Ａ滑走路北側 赤荻断面） 
 
赤荻断面で測定した総機数は３６,７４１機であり､このうち離陸機は１９,５３７機、着陸

機は１７,２０４機であった。 

その内訳の主なものとしては、機種別ではＢ７８７が８,５７９機、Ｂ７７７が８,０２６

機、Ｂ７６７が５,４１６機、Ａ３２０が３,９６９機、Ｂ７４７－８が３,２８６機、Ｂ７４

７－４００が１,６７３機となっている。 

また、測定された機数のうち会社別の機数を比較すると、全日本空輸が１０,２８６機、ピ

ーチ・アビエーションが３,３３４機、日本航空が２,３８８機、日本貨物航空が２,０５１機、

ユナイテッド航空が１,８５９機、ジェットスター・ジャパンが２００機であった。 

 

図４－１－１、図４－１－２に全ての離陸機の分布を示す。離陸機の多くは、高度６００

ｍから１,２００ｍ、コースはセンターより西に２００ｍから東に２００ｍの幅４００ｍの範

囲を飛んでおり、高度及びコースとも前年度と同様の傾向を示している。 

図４－１－３、図４－１－４に全ての着陸機の分布を示す。着陸機のほとんどは、高さ２

００ｍから４００ｍ、その幅はセンターから西に２００ｍの間を通過している。これらの結

果は前年度と同様である。 

 
 

 
 

  
図４－１－１  離陸機分散図        図４－１－２  離陸機分布図 
 

  
図４－１－３  着陸機分散図        図４－１－４  着陸機分布図 
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４－１－２  機種別の高度・コースと騒音レベル（Ａ滑走路北側 赤荻断面） 
 

Ｂ７８７、Ｂ７７７、Ｂ７６７、Ａ３２０、Ｂ７４７－８、Ａ３３０の６機種を調査対象

として高度とコースを計算し、表４－１－１に示す。 
 
表４－１－１  機種別高度とコース 

機  種 
コースの 

平均（m） 

コースの 

標準偏差 

高度の 

平均（m） 

高度の 

標準偏差 
機  数 

Ｂ７８７ 西 ４０.２ ４３.９ ８３７.８ １４８.０ ４,７０５ 

Ｂ７７７ 西 ３８.３ ４８.８ ９０４.８ １７９.１ ４,３８８ 

Ｂ７６７ 西 ２１.７ ３８.８ １,０４５.４ １４８.７ ２,８１７ 

Ａ３２０ 西 ３０.９ ４７.０ １,１１２.９ １２９.８ ２,３２４ 

Ｂ７４７－８ 西 ２５.７ ４９.５ ７１２.９ １８６.４ １,６２１ 

Ａ３３０ 西 ３４.２ ５２.１ ９０９.０ １６４.２ ８２６ 

 
機種別の平均高度は、高い順にＡ３２０、Ｂ７６７、Ａ３３０、Ｂ７７７、Ｂ７８７、Ｂ

７４７－８となっており、平均高度が最も高いＡ３２０と最も低いＢ７４７－８の、高度差

は約４００ｍとなる。 
また、コースの平均では、多くの機種がほぼセンターを通過しており、前年度と同様の傾

向である。 
これらのばらつきを見るために､機種別の離陸機の分布を図４－１－５から図４－１－１６

に示す。 
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図４－１－５  機種別の離陸機分散図（Ｂ７８７） 

 
 
 

 
図４－１－６  機種別の離陸機分布図（Ｂ７８７） 
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図４－１－７  機種別の離陸機分散図（Ｂ７７７） 
 
 

 

 
図４－１－８  機種別の離陸機分布図（Ｂ７７７） 
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図４－１－９  機種別の離陸機分散図（Ｂ７６７） 
 
 
 

 
図４－１－１０  機種別の離陸機分布図（Ｂ７６７） 
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図４－１－１１  機種別の離陸機分散図（Ａ３２０） 

 
 
 

 
図４－１－１２  機種別の離陸機分布図（Ａ３２０） 
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図４－１－１３  機種別の離陸機分散図（Ｂ７４７－８） 

 
 
 

 
図４－１－１４  機種別の離陸機分布図（Ｂ７４７－８） 
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図４－１－１５  機種別の離陸機分散図（Ａ３３０） 

 
 
 

 
図４－１－１６  機種別の離陸機分布図（Ａ３３０） 
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機種別の騒音レベルの差を見るために、赤荻測定局での離陸機の騒音レベルを計算し、表

４－１－２及び図４－１－１７に示す。 

これを見ると、Ｂ７４７－４００及びＢ７４７－８は比較的高い騒音レベルを示した。こ

れらの機種は、大型機材であることに加えて、他の機種と比較して平均の高度も低かったこ

とから、高い騒音レベルを示したものと考えられる。 

 
表４－１－２  機種別騒音レベル（赤荻測定局） 
 

機  種 
エネルギー平均 

(dB) 

算術平均 

(dB) 
標準偏差 

最高値 

(dB) 
データ数 

Ｂ７４７－４００ ７８.１ ７７.２ ２.７ ８６.６ ６２９ 

Ｂ７４７－８ ７５.９ ７５.１ ２.７ ８４.２ １,２７７ 

Ａ３３０ ７４.４ ７３.８ ２.１ ８１.２ ６９９ 

Ｂ７７７ ７３.８ ７３.０ ２.７ ８０.４ ３,３２７ 

Ｂ７６７ ７２.３ ７１.７ ２.３ ８０.２ ２,１４８ 

Ｂ７３７ ７２.０ ７１.５ ２.３ ７７.１ ３９９ 

Ｂ７８７ ６９.８ ６９.２ ２.３ ７９.６ ３,３６３ 

Ａ３２０ ６８.６ ６８.０ ２.４ ７７.９ １,８１６ 

 
 
 

   
※分散が正規分布である場合、平均±標準偏差×２の範囲に、全データの約９５％が含まれる 

 
図４－１－１７  機種別騒音レベル 
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４－１－３  運航目的別の高度・コースと騒音レベル（Ａ滑走路北側 赤荻断面） 
 

定期旅客便と定期貨物便について、高度・コース及び騒音レベルを比較した。全ての機種

を対象にした平均高度及び平均コースを表４－１－３に示す。 

 

表４－１－３  運航目的別の高度とコース（全ての機種） 

区 分 
コースの 

平均（m） 

コースの 

標準偏差 

高度の 

平均（m） 

高度の 

標準偏差 
機  数 

定期旅客便 西 ３８.２ ４７.０ ９１７.０ １８３.４ ９,１０９ 

定期貨物便 西 ２８.０ ４７.５ ８９６.５ ２１３.９ ７,２５１ 

 
 

定期旅客便は、高度９１７ｍを中心として６００ｍから１,４００ｍの間を飛ぶことが多く、

定期貨物便は、高度８９７ｍを中心として４００ｍから１,４００ｍの間を飛ぶことが多い。 

コースについては、定期旅客便、定期貨物便ともに西に２００ｍ、東に２００ｍの幅４０

０ｍの範囲を飛ぶことが多い。 

 

全ての機種を対象にした騒音レベルの比較を表４－１－４に示す。 

 

表４－１－４  運航目的別の騒音レベル（全ての機種） 

区 分 
エネルギー 

平均(dB) 

算術平均 

(dB) 
標準偏差 データ数 

定期旅客便 ７１.２ ７０.０ ３.２ ６,８０６ 

定期貨物便 ７４.４ ７３.２ ３.２ ５,６３１ 

 
 
定期旅客便の騒音レベル（エネルギー平均）は、７１.２dB、定期貨物便は７４.４dB で

あった。 
 

全機種の騒音レベルの平均値を比較すると、概して定期貨物便の方が定期旅客便より大き

い。 

これは、定期貨物便で使用している機材の多くが大型機のＢ７４７－４００、Ｂ７４７－

８、Ｂ７７７や中型機のＢ７６７であるのに比べ、定期旅客便は様々な機材が使われており、

各機種に応じた離陸時重量等の違いが、騒音レベルに影響しているものと推察される。 
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次に、同一機材を対象として、定期旅客便と定期貨物便の高度・コース及び騒音レベルを

比較した。定期旅客便と定期貨物便ともに比較的多く使用されているＢ７７７を対象に、平

均高度及び平均コースを表４－１－５に示す。 

 
 
表４－１－５  運航目的別の高度とコース（Ｂ７７７） 

区 分 
コースの 

平均（m） 

コースの 

標準偏差 

高度の 

平均（m） 

高度の 

標準偏差 
機  数 

定期旅客便 西 ４１.７ ４５.６ ８２７.７ １２４.７ １,４００ 

定期貨物便 西 ３５.０ ４９.５ ９３６.５ １８７.１ ２,１８７ 

 
 
 高度の平均は、全ての機種を対象とした比較と異なり定期貨物便のほうが高く、その差は

約１０９ｍであった。 
コースについては、全ての機種を対象とした比較と同様に、定期旅客便、定期貨物便とも

に西に２００ｍ、東に２００ｍの幅４００ｍの範囲を飛ぶことが多い。 

 
同一機種（Ｂ７７７）を対象とした騒音レベルの違いを表４－１－６に示す。 

 
表４－１－６  運航目的別の騒音レベル（Ｂ７７７） 

区 分 
エネルギー 

平均(dB) 

算術平均 

(dB) 
標準偏差 データ数 

定期旅客便 ７４.５ ７３.９ ２.２ １,０３９ 

定期貨物便 ７３.２ ７２.３ ２.９ １,６９３ 

 
 

Ｂ７７７を対象とした騒音レベルについて、定期旅客便の騒音レベル（エネルギー平均）

は、７４.５dB、定期貨物便は７３.２dB であった。 
全ての機種を対象とした比較とは異なり、騒音レベルの平均値は定期旅客便の方が大きく

なっている。Ｂ７７７の平均高度は、定期旅客便の方が約１０９ｍ低く、高度の差が騒音レ

ベルにも影響しているものと推察される。 

 
 

 

 

 

 

 
４－２  Ａ滑走路北側 長沼－磯部断面 
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４－２－１  高度・コースと騒音レベル（Ａ滑走路北側 長沼断面） 
 

長沼断面で測定された機数は、総機数３６,８５６機､このうち離陸機は１９,６２７機、着

陸機は１７,２２９機であった。その内訳の主なものとしては、機種別ではＢ７８７が８,６

１３機、Ｂ７７７が８,０４４機、Ｂ７６７が５,４３０機、Ａ３２０が３,９７５機、Ｂ７４

７－８が３,２９９機、Ｂ７４７－４００が１,６７５機となっている。 

また、測定された機数のうち会社別の機数を比較すると、全日本空輸が１０,３２８機、ピ

ーチ・アビエーションが３,３４１機、日本航空が２,４０２機、日本貨物航空が２,０６１機、

ユナイテッド航空が１,８６８機、ジェットスター・ジャパンが２０１機となっている。 

 

図４－２－１、図４－２－２に全ての離陸機の分布を示す。離陸機の多くは、高度１,００

０ｍから１,６００ｍ、コースはセンターから西に２００ｍの間を飛行している。 

図４－２－３、図４－２－４に全ての着陸機の分布を示す。着陸機のほとんどは、高さ４

００ｍから６００ｍ、その幅はセンターから西に２００ｍの間を９９％の航空機が飛行して

いる。この結果は前年度と同様である。 

 

 

 

  
図４－２－１  離陸機分散図        図４－２－２  離陸機分布図 
 
 

  
図４－２－３  着陸機分散図        図４－２－４  着陸機分布図 
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４－２－２  機種別の高度・コースと騒音レベル（Ａ滑走路北側 長沼断面） 
 

長沼断面で測定された離陸機の中から、Ｂ７８７、Ｂ７７７、Ｂ７６７、Ａ３２０、Ｂ７

４７－８、Ａ３３０の６機種を対象として高度とコースを計算し、表４－２－１に示す。 
 
表４－２－１  機種別の高度とコース 

機  種 
コースの 

平均（m） 

コースの 

標準偏差 

高度の 

平均（m） 

高度の 

標準偏差 
機  数 

Ｂ７８７ 西 ７７.７ ３３.２ １,１８５.６ １４５.２ ４,７３３ 

Ｂ７７７ 西 ７８.８ ５６.７ １,２３７.８ １９５.１ ４,３９８ 

Ｂ７６７ 西 ７３.８ ３６.９ １,３４０.３ １７９.９ ２,８３１ 

Ａ３２０ 西 ８３.６ ５７.５ １,４０５.２ １７３.５ ２,３２８ 

Ｂ７４７－８ 西 ５９.９ ３８.８ １,０４５.６ １９０.６ １,６３１ 

Ａ３３０ 西 ６３.４ ４０.３ １,１９５.１ １３６.６ ８３１ 

 
 

機種別の平均高度は、高い順にＡ３２０、Ｂ７６７、Ｂ７７７、Ａ３３０、Ｂ７８７、Ｂ

７４７－８となっている。 
平均高度が最も高いＡ３２０と最も低いＢ７４７－８では、高度差が約３６０ｍある。 
また、コースの平均では、多くの機種がほぼセンターを通過しており、前年度と同様の傾

向を示している。 
これらのばらつきを見るために､機種別の離陸機の分布を図４－２－５から図４－２－１６

に示す。 
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図４－２－５  機種別離陸機分散図（Ｂ７８７） 

 
 
 

 

  
図４－２－６  機種別離陸機分布図（Ｂ７８７） 
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図４－２－７  機種別離陸機分散図（Ｂ７７７） 

 
 
 

 
図４－２－８  機種別離陸機分布図（Ｂ７７７） 
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図４－２－９  機種別離陸機分散図（Ｂ７６７） 

 
 
 

 
図４－２－１０  機種別離陸機分布図（Ｂ７６７） 
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図４－２－１１  機種別離陸機分散図（Ａ３２０） 

 
 
 

 
図４－２－１２  機種別離陸機分布図（Ａ３２０） 
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図４－２－１３  機種別離陸機分散図（Ｂ７４７－８） 

 
 
 

 
図４－２－１４  機種別離陸機分布図（Ｂ７４７－８） 
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図４－２－１５  機種別離陸機分散図（Ａ３３０） 

 
 
 

 
図４－２－１６  機種別離陸機分布図（Ａ３３０） 
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機種別の騒音レベルの差を見るために、長沼測定局での離陸機の騒音レベルを計算し、表

４－２－２及び図４－２－１７に示す。 
これを見ると、赤荻測定局と同様に、Ｂ７４７－４００及びＢ７４７－８は、他の機種と

比較して高い騒音レベルを示した。また、いずれの機種も赤荻測定局の結果を比較して騒音

レベルは低下しており、上昇により平均高度が高くなった分、騒音レベルが下がったものと

考えられる。 

 
表４－２－２  機種別騒音レベル（長沼測定局） 

機  種 
エネルギー平均 

(dB) 

算術平均 

(dB) 
標準偏差 

最高値 

(dB) 
データ数 

Ｂ７４７－４００ ７４.６ ７３.８ ２.８ ８３.０ ７７０ 

Ｂ７４７－８ ７２.９ ７２.１ ２.７ ８５.８ １,６０７ 

Ａ３３０ ７１.１ ７０.６ ２.１ ８１.２ ８１０ 

Ｂ７７７ ７０.７ ６９.８ ２.８ ８５.６ ４,２８３ 

Ｂ７６７ ６９.６ ６８.７ ２.６ ８７.２ ２,７４５ 

Ｂ７３７ ６８.３ ６７.７ ２.４ ７６.０ ５３２ 

Ｂ７８７ ６６.５ ６５.８ ２.２ ８３.２ ４,５１１ 

Ａ３２０ ６６.１ ６５.２ ２.６ ８３.７ ２,０３４ 

 
 
 
 

   
※分散が正規分布である場合、平均±標準偏差×２の範囲に、全データの約９５％が含まれる 
 
図４－２－１７  機種別騒音レベル 
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４－２－３  運航目的別の高度・コースと騒音レベル（Ａ滑走路北側 長沼断面） 
 

定期旅客便と定期貨物便について、高度・コース及び騒音レベルを比較した。全ての機種

を対象として比較し、表４－２－３に示す。 
 
表４－２－３  運航目的別の高度とコース（全ての機種） 

区 分 
コースの 

平均（m） 

コースの 

標準偏差 

高度の 

平均（m） 

高度の 

標準偏差 
機  数 

定期旅客便 西 ７７.９ ４４.６ １,２４０.５ １７５.２ ９,１４９ 

定期貨物便 西 ７０.９ ５０.２ １,２１５.３ ２１７.７ ７,２８１ 

 
 

定期旅客便は､高度１,２７０ｍを中心として、１,０００ｍから１,６００ｍの間を飛ぶこ

とが多く、定期貨物便は､高度１,２１５ｍを中心として、８００ｍから１,６００ｍの間を飛

ぶことが多い。 

コースについては、定期旅客便、定期貨物便ともに、センターから西へ２００ｍの範囲を

飛行することが多い。 

 
全ての機種を対象にした騒音レベルの比較を表４－２－４に示す。 

 
表４－２－４  運航目的別の騒音レベル（全ての機種） 

区 分 
エネルギー 

平均(dB) 

算術平均 

(dB) 
標準偏差 データ数 

定期旅客便 ６８.０ ６６.８ ３.１ ８,５６７ 

定期貨物便 ７１.２ ７０.０ ３.３ ７,１１６ 

 
 

定期旅客便の騒音レベル（エネルギー平均）は６８.０dB であり、定期貨物便は７１.２dB
であった。その差は、３.２dB であった。 
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次に、同一機種（Ｂ７７７）による平均高度と平均コースの比較を表４－２－５に示す。 
 
表４－２－５  運航目的別の高度とコース（Ｂ７７７） 

区 分 
コースの 

平均（m） 

コースの 

標準偏差 

高度の 

平均（m） 

高度の 

標準偏差 
機  数 

定期旅客便 西 ７６.９ ４３.１ １,１４４.３ １１５.１ １,４０５ 

定期貨物便 西 ８０.５ ６８.５ １,２６９.５ １９５.９ ２,１８８ 

 
 
 これを見ると、平均では、定期貨物便のほうが約１２５ｍ高い高度を飛行していることが

分かる。 
 同一機種（Ｂ７７７）を対象とした騒音レベルの違いを表４－２－６に示す。 
 
表４－２－６  運航目的別の騒音レベル（Ｂ７７７） 

区 分 
エネルギー 

平均(dB) 

算術平均 

(dB) 
標準偏差 データ数 

定期旅客便 ７１.２ ７０.７ ２.１ １,３７３ 

定期貨物便 ７０.１ ６９.２ ２.９ ２,１２８ 

 
 

同一機種（Ｂ７７７）の比較では、全ての機種で比較した場合とは異なり、定期旅客便の

騒音レベル（エネルギー平均）が高く、その差は１.１dB であった。 
 
運行目的別に使用されている機種の内訳を調査したところ、定期貨物便では、定期旅客便

と比較して、Ｂ７７７をはじめ、Ｂ７６３やＢ７４７－８、Ｂ７４７－４００などの機種の

割合が高くなっており、全ての機種の比較において、定期貨物便の騒音レベル（エネルギー

平均）が高くなったのは、各機種に応じた離陸時重量等の違いが、騒音レベルに影響してい

るものと推察される。 
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４－３－１  高度・コースと騒音レベル（Ｂ滑走路北側 土室断面） 
 

Ｂ滑走路北側の土室断面で測定した機数は､総機数３０,２７５機であり､このうち離陸機は

１３,００１機、着陸機は１７,２７４機であった。その内訳の主なものとしては、機種別で

はＡ３２０が１２,６６３機、Ｂ７８７が７,８５３機、Ｂ７７７が２,８２５機、Ｂ７６７が

２,１２７機、Ａ３３０が１,３０１機、Ｂ７３７が１,１２９機となっている。 

また、測定された機数のうち会社別の機数を比較すると、ジェットスター・ジャパンが８,

６３１機、日本航空が６,８３４機、ピーチ・アビエーションが３,６４５機、全日本空輸が

３,１７６機、スプリング・ジャパン（旧春秋航空日本）が５８３機、日本貨物航空が１４９

機となっている。 

 

図４－３－１、図４－３－２に全ての離陸機の分布を示す。離陸機の多くは、高度６００

ｍから１,０００ｍ、コースはセンターより西に２００ｍから東に２００ｍの幅４００ｍの範

囲を飛んでいることがわかる。 

 

図４－３－３、図４－３－４に全ての着陸機の分布を示す。 

高度の平均は約２０２ｍ、コースの平均は西に約８ｍであった。標準偏差は約５ｍである

ため、ほぼ滑走路中心延長線上を飛行していることとなる。 

 

  
図４－３－１ 離陸機分散図         図４－３－２ 離陸機分布図 
 

  
図４－３－３ 着陸機分散図         図４－３－４ 着陸機分布図 
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４－３－２  機種別の高度・コースと騒音レベル（Ｂ滑走路北側 土室断面） 
 

測定された離陸機のうち、Ａ３２０、Ｂ７８７、Ｂ７６７、Ｂ７７７、Ｂ７３７、Ａ３３

０の６機種を対象として高度とコースを計算し、表４－３－１に示す。 
 
表４－３－１  機種別高度とコース 

機  種 
コースの 

平均（m） 

コースの 

標準偏差 

高度の 

平均（m） 

高度の 

標準偏差 
機  数 

A３２０ 東 ５.０ ５９.４ ８５８.８ １１３.１ ５,８２５ 

B７８７ 西 １４.５ ３４.３ ６８７.９ １１３.７ ３,０４８ 

B７６７ 西 ８.７ ３９.２ ８６９.９ １３０.１ １,０６３ 

B７７７ 西 １６.１ ４０.５ ７７２.０ １２１.４ ９４９ 

B７３７ 西 ３.９ ５０.１ ８３７.９ １６２.１ ５１９ 

A３３０ 東 ３.０ ６４.８ ７７０.７ １２９.６ ４０５ 

 
 
 機種別の平均高度は、高い順にＢ７６７、Ａ３２０、Ｂ７３７、Ｂ７７７、Ａ３３０、Ｂ

７８７となっている。平均高度が最も高いＢ７６７と最も低いＢ７８７の高度差は約１８２

ｍとなる。 
また、コースの平均では全ての機種がほぼセンターを通過している。 

 
これらのばらつきを見るために､機種別の離陸機の分布を図４－３－５から図４－３－１６

に示す。 
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図４－３－５  機種別の離陸機分散図（Ａ３２０） 

 
 
 

 
図４－３－６  機種別の離陸機分布図（Ａ３２０） 

 
  



96 

 
 
 

 
図４－３－７  機種別の離陸機分散図（Ｂ７８７） 

 
 
 

 
図４－３－８  機種別の離陸機分布図（Ｂ７８７） 
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図４－３－９  機種別の離陸機分散図（Ｂ７６７） 

 
 
 

 
図４－３－１０  機種別の離陸機分布図（Ｂ７６７） 
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図４－３－１１  機種別の離陸機分散図（Ｂ７７７） 

 
 
 

 
図４－３－１２  機種別の離陸機分布図（Ｂ７７７） 
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図４－３－１３  機種別の離陸機分散図（Ｂ７３７） 

 
 
 

 
図４－３－１４  機種別の離陸機分布図（Ｂ７３７） 
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図４－３－１５  機種別の離陸機分散図（Ａ３３０） 

 
 
 

 
図４－３－１６  機種別の離陸機分布図（Ａ３３０） 
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機種別の騒音レベルの差を見るために、土室測定局での離陸機の騒音レベルを計算し、表

４－３－２及び図４－３－１７に示す。 

 

 

表４－３－２  機種別騒音レベル（土室測定局） 

機  種 
エネルギー平均 

(dB) 

算術平均 

(dB) 
標準偏差 

最高値 

(dB) 
データ数 

B７４７－４００ ８６.２ ８４.８ ３.６ ９３.７ １４７ 

Ｂ７４７－８ ８２.６ ８１.３ ３.４ ８９.５ ２３６ 

Ａ３３０ ８０.８ ８０.２ ２.４ ８９.０ ３９８ 

Ｂ７７７ ８０.１ ７９.５ ２.４ ８５.９ ８４９ 

Ｂ７６７ ７９.０ ７８.４ ２.４ ８５.６ ９３２ 

Ｂ７３７ ７８.２ ７７.５ ２.６ ８６.２ ４７０ 

Ｂ７８７ ７７.１ ７６.４ ２.６ ８５.７ ２,６７０ 

Ａ３５０ ７６.４ ７５.３ ３.２ ８５.３ ２４０ 

Ａ３２０ ７４.７ ７４.１ ２.２ ８３.８ ５,４０１ 

 
 
 
 

 
※分散が正規分布である場合、平均±標準偏差×２の範囲に、全データの約９５％が含まれる 

 
図４－３－１７  機種別騒音レベル 
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４－３－３  運航目的別の高度・コースと騒音レベル（Ｂ滑走路北側 土室断面） 
 

定期旅客便と定期貨物便について、全機種及び同一機材（Ｂ７６７）を対象として、高度・

コース及び騒音レベルを比較した。全ての機種を対象にした平均高度及び平均コースを表４

－３－３に示す。 

 

表４－３－３  運航目的別の高度とコース（全ての機種） 

区 分 
コースの 

平均（m） 

コースの 

標準偏差 

高度の 

平均（m） 

高度の 

標準偏差 
機  数 

定期旅客便 西 ２.５ ５３.２ ８０４.１ １３８.４ １０,０７３ 

定期貨物便 西 ９.１ ４４.０ ７７７.８ １４８.４ １,６９２ 

 

定期旅客便は高度約８０４ｍを中心として６００ｍから１,０００ｍの間を飛ぶことが多く、

定期貨物便は高度約７７９ｍを中心として４００ｍから１,０００ｍの間を飛ぶことが多い。 
高度のばらつきは定期貨物便の方が大きくなっている。 
コースについては、定期旅客便、定期貨物便ともに西に２００ｍ、東に２００ｍの幅４０

０ｍの範囲を飛ぶことが多い。 

 

 

 全ての機種を対象にした騒音レベルの比較を表４－３－４に示す。 

 

表４－３－４  運航目的別の騒音レベル（全ての機種） 

区 分 
エネルギー 

平均(dB) 

算術平均 

(dB) 
標準偏差 データ数 

定期旅客便 ７６.３ ７５.３ ２.９ ９,２２０ 

定期貨物便 ８１.０ ７９.５ ３.５ １,５３０ 

 
定期旅客便の騒音レベル（エネルギー平均）は、７６.３dB、定期貨物便は８１.０dB で

あった。 
 

定期貨物便の方が４.７dB 高いが、これは、定期貨物便で使用している機材の多くが大型

機のＢ７４７－４００、Ｂ７４７－８、Ｂ７７７や中型機のＢ７６７であり、各機種に応じ

た離陸時重量等の違いが、騒音レベルに影響しているものと推察される。 
 

次に、定期旅客便、定期貨物便ともに比較的多く使用されているＢ７６７を対象に、騒音

レベルの違いを表４-３-５に示す。 

 

表４－３－５  運航目的別の騒音レベル（Ｂ７６７） 

区 分 
エネルギー 

平均(dB) 

算術平均 

(dB) 
標準偏差 データ数 

定期旅客便 ７８.５ ７８.０ ２.０ ２３２ 

定期貨物便 ７９.５ ７８.９ ２.４ ５４７ 

 
 
同範囲を飛んでいるＢ７６７の騒音レベル（エネルギー平均）の差は、１.０dB であった。 

  



103 

４－４－１  高度・コースと騒音レベル（Ｂ滑走路北側 西大須賀断面） 
 

Ｂ滑走路北側の西大須賀断面で測定された機数は、総機数３０,５９２機､このうち離陸機

は１２,９１５機、着陸機は１７,６７７機であった。その内訳の主なものとしては、機種別

ではＡ３２０が１２,７７１機、Ｂ７８７が７,９６９機、Ｂ７７７が２,８５９機、Ｂ７６７

が２,１２８機、Ａ３３０が１,３３２機、Ｂ７３７が１,１４６機となっている。 

また、測定された機数のうち会社別の機数を比較すると、ジェットスター・ジャパンが８,

７２４機、日本航空が６,９３６機、ピーチ・アビエーションが３,６６５機、全日本空輸が

３,１９３機、スプリング・ジャパンが５９０機、日本貨物航空が１４７機となっている。 

 

図４－４－１、図４－４－２に全ての離陸機の分布を示す。離陸機の多くは、高度１,００

０ｍから１,４００ｍ、コースはセンターから西に２００ｍの範囲を飛んでいる。 

 

図４－４－３、図４－４－４に全ての着陸機の分布を示す。着陸機のほとんどは、高度約

４００ｍを中心に飛行し、その幅はセンターから西に２００ｍの間を９９％以上の航空機が

通過している。 

 
 
 

  
図４－４－１  離陸機分散図        図４－４－２  離陸機分布図 
 
 

  
図４－４－３  着陸機分散図        図４－４－４  着陸機分布図 
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４－４－２  機種別の高度・コースと騒音レベル（Ｂ滑走路北側 西大須賀断面） 
 

西大須賀断面で測定された離陸機のうち、Ａ３２０、Ｂ７８７、Ｂ７６７、Ｂ７７７、Ｂ

７３７、Ａ３３０の６機種について高度とコースを計算し、表４－４－１に示す。 

 

表４－４－１  機種別の高度とコース 

機  種 
コースの 

平均（m） 

コースの 

標準偏差 

高度の 

平均（m） 

高度の 

標準偏差 
機  数 

Ａ３２０ 西 ３１.４ ３８.９ １,２４５.５ １２０.１ ５,８１７ 

Ｂ７８７ 西 ４１.６ ４０.４ １,１４０.３ １１７.９ ３,０３５ 

Ｂ７６７ 西 ４５.８ ２８.７ １,２８４.５ １５６.７ １,０４４ 

Ｂ７７７ 西 ４８.７ ２４.８ １,２１２.２ １５３.６ ９２４ 

Ｂ７３７ 西 ３９.２ ３４.５ １,２１１.５ １７６.０ ５１７ 

Ａ３３０ 西 ２３.１ ３７.０ １,１１９.０ １２０.５ ４１９ 

 
 

 機種別の平均高度は、高い順にＢ７６７、Ａ３２０、Ｂ７７７、Ｂ７３７、Ａ３３０、Ｂ

７８７となっている。 
平均高度が最も高いＢ７６７と最も低いＢ７８７の高度差は約１４４ｍとなる。 
また、コースの平均では全ての機種がほぼセンターを通過している。 

 

これらのばらつきを見るために､機種別の離陸機の分布を図４－４－５から図４－４－１６

に示す。 
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図４－４－５  機種別の離陸機分散図（Ａ３２０） 

 
 
 

 
図４－４－６  機種別の離陸機分布図（Ａ３２０） 
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図４－４－７  機種別の離陸機分散図（Ｂ７８７） 

 
 
 

 
図４－４－８  機種別の離陸機分布図（Ｂ７８７） 
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図４－４－９  機種別の離陸機分散図（Ｂ７６７） 

 
 
 

 
図４－４－１０  機種別の離陸機分布図（Ｂ７６７） 
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図４－４－１１  機種別の離陸機分散図（Ｂ７７７） 

 
 
 

 
図４－４－１２  機種別の離陸機分布図（Ｂ７７７） 
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図４－４－１３  機種別の離陸機分散図（Ｂ７３７） 

 
 
 

 
図４－４－１４  機種別の離陸機分布図（Ｂ７３７） 
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図４－４－１５  機種別の離陸機分散図（Ａ３３０） 

 
 
 

 
図４－４－１６  機種別の離陸機分布図（Ａ３３０） 
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機種別の騒音レベルの差を見るために、西大須賀測定局での離陸機の騒音レベルを計算し、

表４－４－２及び図４－４－１７に示す。 

 

表４－４－２  機種別騒音レベル（西大須賀測定局） 

機  種 
エネルギー平均 

(dB) 

算術平均 

(dB) 
標準偏差 

最高値 

(dB) 
データ数 

Ｂ７４７－４００ ７８.８ ７７.６ ３.３ ８５.６ １６３ 

Ｂ７４７－８ ７５.６ ７４.４ ３.１ ８３.１ ２５４ 

Ａ３３０ ７４.５ ７３.８ ２.４ ８２.３ ４２７ 

Ｂ７７７ ７３.４ ７２.６ ２.６ ８０.７ ９２２ 

Ｂ７６７ ７２.８ ７２.２ ２.５ ７７.６ １,０２７ 

Ｂ７３７ ７２.０ ７１.３ ２.６ ７７.７ ５０７ 

Ａ３５０ ６９.９ ６９.０ ２.７ ７７.２ ２４６ 

Ｂ７８７ ６９.７ ６９.０ ２.４ ７８.５ ３,００３ 

Ａ３２０ ６９.０ ６８.６ ２.０ ７９.７ ５,６６４ 

 
 
 

 
※分散が正規分布である場合、平均±標準偏差×２の範囲に、全データの約９５％が含まれる 

 
図４－４－１７  機種別騒音レベル 
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４－４－３  運航目的別の高度・コースと騒音レベル（Ｂ滑走路北側 西大須賀断

面） 
 

定期旅客便と定期貨物便について、高度・コース及び騒音レベルを比較した。全ての機種

を対象にした平均高度及び平均コースを表４－４－３に示す。 
 
表４－４－３  運航目的別の高度とコース（全ての機種） 

区 分 
コースの 

平均（m） 

コースの 

標準偏差 

高度の 

平均（m） 

高度の 

標準偏差 
機  数 

定期旅客便 西 ３５.３ ３９.１ １,２０８.０ １３０.６ １０,０３５ 

定期貨物便 西 ４２.８ ２９.６ １,１９４.７ １７５.３ １,６５９ 

 
 

定期旅客便は､高度１,０００ｍから１,４００ｍの間を飛ぶことが多く、定期貨物便は､高

度８００ｍから１,６００ｍの間を飛ぶことが多い。 

コースについては、定期旅客便、定期貨物便ともセンターより西に２００ｍ、東に２００

ｍの幅４００ｍの範囲を飛ぶことが多い。 

 

定期旅客便と定期貨物便の高度コースと騒音レベルについて同様に比較検討した。 

 

 全ての機種を対象にした騒音レベルの比較を表４－４－４に示す。 
 
表４－４－４  運航目的別の騒音レベル（全ての機種） 

区 分 
エネルギー 

平均(dB) 

算術平均 

(dB) 
標準偏差 データ数 

定期旅客便 ６９.９ ６９.２ ２.５ ９,８４８ 

定期貨物便 ７４.３ ７２.８ ３.４ １,６７１ 

 
 

定期旅客便の騒音レベル（エネルギー平均）は６９.９dB であり、定期貨物便は７４.３dB
であった。 

定期貨物便の方が４.４dB 高い。これは、定期貨物便で使用している機材の多くが大型機

のＢ７４７－４００、Ｂ７４７－８、Ｂ７７７や中型機のＢ７６７であり、各機種に応じた

離陸時重量等の違いが、騒音レベルに影響しているものと推察される。 

 
次に、定期旅客便、定期貨物便ともに比較的多く使用されているＢ７６７を対象に、騒音

レベルの違いを表４-４-５に示す。 

 

 

表４－４－５  運航目的別の騒音レベル（Ｂ７６７） 

区 分 
エネルギー 

平均(dB) 

算術平均 

(dB) 
標準偏差 データ数 

定期旅客便 ７２.４ ７１.８ ２.３ ２６６ 

定期貨物便 ７３.２ ７２.６ ２.４ ５９５ 

 
 
同範囲を飛んでいるＢ７６７の騒音レベル（エネルギー平均）の差は、０.８dB であった。 
 
  


